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(57)【要約】
【課題】顕微鏡観察と内視鏡観察とを切替えても、支持
アームを介した操作性を良好に維持でき、しかも、切替
え操作を、手術を中断させないで円滑に行うことが可能
な手術用観察システムを提供する。
【解決手段】３次元方向に移動可能な支持アーム２を備
えた手術用観察システムにおいて、管状の挿入部を有し
且つ対物光学系を備えた内視鏡対物ユニット４と、合焦
光学系及び変倍光学系を有する対物光学系を備えた顕微
鏡対物ユニット３と、支持アーム２に設けられ、対物ユ
ニット４，３とを互換性を持たせて着脱可能な着脱部１
とを有し、対物ユニット４，３に夫々備わる対物光学系
は着脱部１側へ出射した光束がアフォーカル光束となる
ように構成され、着脱部１は一対の結像レンズ及び撮像
素子を備え、着脱部１に当該対物ユニットが装着された
状態において、当該対物ユニットと着脱部１とが光学的
に接続する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
内視鏡観察と顕微鏡観察とを切替え可能な観察装置と、前記観察装置を支持した状態で３
次元方向に移動可能な支持アームを備えた手術用観察システムにおいて、
　前記観察装置は、管状の挿入部を有し且つ対物光学系を備えた内視鏡対物ユニットと、
合焦光学系及び変倍光学系を有する対物光学系を備えた顕微鏡対物ユニットと、前記支持
アームに設けられていて、前記内視鏡対物ユニットと前記顕微鏡対物ユニットとを互換性
を持たせて着脱可能に構成された着脱口を備えた着脱部とを有して構成され、
　前記内視鏡対物ユニットと前記顕微鏡対物ユニットにそれぞれ備わる対物光学系は、前
記着脱部側へ出射した光束がアフォーカル光束となるように構成され、
　前記着脱部は、一対の結像光学系及び撮像素子を備え、さらに、
　前記着脱部の前記着脱口に当該対物ユニットが装着された状態において、当該対物ユニ
ットから出射したアフォーカル光束が前記結像光学系及び撮像素子と光学的に接続するよ
うに構成されていることを特徴とする手術用観察システム。
【請求項２】
前記支持アームは、前記着脱部における前記着脱口の外周に装着可能な開口部を備えた滅
菌ドレープを着脱可能に備え、
　前記内視鏡対物ユニットと前記顕微鏡対物ユニットは、それぞれ、独立して滅菌手段を
施すことができるように構成されていることを特徴とする請求項１に記載の手術用観察シ
ステム。
【請求項３】
前記内視鏡対物ユニットに備わる対物光学系と、前記顕微鏡対物ユニットに備わる対物光
学系は、出射瞳位置及び出射画角が略同一に構成されていることを特徴とする請求項１又
は２に記載の手術用観察システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、手術を行う際に、３次元方向に移動可能な支持アームを介して観察装置によ
る所望の位置からの術部の観察を行う手術用観察システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　外科手術においては、例えば、脳神経外科手術において、脳表面部の微細な術部の詳細
な状態を顕微鏡で観察し、手術が行われている。また、近年では、開頭を小さくする目的
で、脳内に挿入した内視鏡を用いた手術も行われている。
【０００３】
　しかし、手術用内視鏡と手術用顕微鏡の両方を別個に手術室に配置したのでは、手術室
のスペースが狭くなってしまう。このため、脳神経外科等での外科手術においては、手術
用内視鏡と手術用顕微鏡の両方を別個に設けることなく顕微鏡観察と内視鏡観察とを切替
え可能な観察装置が必要となる。
【０００４】
　従来、手術に際し顕微鏡観察と内視鏡観察とを切替え可能にした観察装置としては、例
えば、次の特許文献１、２に記載の立体視観察装置がある。
【特許文献１】特開平６－１６７６５８号公報
【特許文献２】特開２００５－１３４５３７号公報
【０００５】
　特許文献１、２に記載の観察装置は、顕微鏡本体に内視鏡を着脱することによって顕微
鏡観察（内視鏡を取外したとき）と内視鏡観察（内視鏡を装着したとき）とが切替え可能
に構成されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　ところで、手術用観察システムにおいては、内視鏡や顕微鏡等の観察装置は、３次元方
向に移動可能な支持アームに支持されており、手術状況に応じて手術者が観察装置を、支
持アームを介して所望の位置及び方向に移動させて、観察することができるようになって
いる。また、手術用観察システムを用いて手術を行う際には、患者の周囲には、手術者の
他に補助者が存在し、さらには、観察装置を介して得られた術部の画像を表示するための
表示装置や、手術に用いる様々な装置及び器具等が存在する。このため、手術者が手術中
に観察装置を所望の位置及び方向に移動させるときに、観察装置を手術補助者や器具等と
干渉させ難くするには、観察装置が極力小型化されていることが重要となる。
【０００７】
　しかし、特許文献１に記載の観察装置では、顕微鏡本体の先端部に内視鏡を取付けるこ
とによって顕微鏡観察から内視鏡観察へと切替わるように構成されており、内視鏡観察を
行う場合に、内視鏡としては本来必要のない顕微鏡本体の光学構成がそのまま残ることに
なる。
　このため、特許文献１に記載の観察装置を用いた手術用観察システムでは、内視鏡観察
を行う際には、観察装置が観察方向に長く延びて大型化し、支持アームを介して移動する
ときの操作性が劣化してしまう。
【０００８】
　また、特許文献２に記載の観察装置は、内視鏡の内部において中間結像面を形成する一
部の光路を折り曲げている。このため、特許文献２に記載の観察装置によれば、特許文献
１の観察装置と比較した場合、観察方向の大きさを、光路を折り曲げた分だけ小型化する
ことができる。
　しかし、特許文献２に記載の観察装置も、特許文献１の観察装置と同様、顕微鏡本体の
先端部に内視鏡を取付けることによって顕微鏡観察から内視鏡観察へと切替わるように構
成されており、内視鏡観察を行う場合に、内視鏡としては本来必要のない顕微鏡本体の光
学構成がそのまま残ることになる。
　このため、特許文献２に記載の観察装置を用いた手術用観察システムでも、内視鏡観察
を行う際には、観察装置の観察方向が特許文献１の観察装置に比べて幾分短くなるものの
、観察装置が観察方向に長く延びて大型化することに変わりはなく、支持アームを介して
移動するときの操作性の劣化を解消することはできない。
【０００９】
　さらに、手術用観察システムにおいて観察装置を用いて手術を行う際には、患者への菌
の感染を防ぐための滅菌手段を観察装置に対して施す必要がある。通常、顕微鏡手術を行
う場合には、顕微鏡及び顕微鏡を支持する支持アームを滅菌ドレープで覆う。一方、内視
鏡手術を行う場合には、内視鏡を支持する支持アームを滅菌ドレープで覆い、内視鏡に対
してはオートクレーブやＥＯＧなどの滅菌処理を施す。
　しかし、特許文献１、２に記載の観察装置では、いずれも、上述のように、内視鏡観察
を行う場合に顕微鏡本体に内視鏡を接続する構成となっている。このため、手術中に顕微
鏡観察と内視鏡観察とを切替える際には、顕微鏡本体に対し内視鏡を着脱するために、顕
微鏡本体の装着部を覆っている滅菌ドレープをその都度着脱しなくてはならず、その分、
手術が中断されて手術時間が延長してしまうとともに、顕微鏡観察から内視鏡観察への切
替え作業が煩雑化してしまう。このような手術の中断及び切替え作業の煩雑化は、手術者
に対してストレス等の精神的負担を与え、また、患者に対しても肉体的な負担を与えてし
まう。
【００１０】
　本発明は、このような問題点に鑑みてなされたものであり、顕微鏡観察と内視鏡観察と
を切替えても、支持アームを介した操作性を良好に維持でき、しかも、顕微鏡観察と内視
鏡観察との切替え操作を、手術を中断させないで円滑に行うことが可能な手術用観察シス
テムを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
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【００１１】
　上記目的を達成するため、本発明による手術用観察システムは、内視鏡観察と顕微鏡観
察とを切替え可能な観察装置と、前記観察装置を支持した状態で３次元方向に移動可能な
支持アームを備えた手術用観察システムにおいて、前記観察装置は、管状の挿入部を有し
且つ対物光学系を備えた内視鏡対物ユニットと、合焦光学系及び変倍光学系を有する対物
光学系を備えた顕微鏡対物ユニットと、前記支持アームに設けられていて、前記内視鏡対
物ユニットと前記顕微鏡対物ユニットとを互換性を持たせて着脱可能に構成された着脱口
を備えた着脱部とを有して構成され、前記内視鏡対物ユニットと前記顕微鏡対物ユニット
にそれぞれ備わる対物光学系は、前記着脱部側へ出射した光束がアフォーカル光束となる
ように構成され、前記着脱部は、一対の結像レンズ及び撮像素子を備え、さらに、前記着
脱部の前記着脱口に当該対物ユニットが装着された状態において、当該対物ユニットから
出射したアフォーカル光束が前記結像レンズ及び撮像素子と光学的に接続するように構成
されていることを特徴としている。
【００１２】
　また、本発明の手術用観察システムにおいては、前記支持アームは、前記着脱部におけ
る前記着脱口の外周に装着可能な開口部を備えた滅菌ドレープを着脱可能に備え、前記内
視鏡対物ユニットと前記顕微鏡対物ユニットは、それぞれ、独立して滅菌手段を施すこと
ができるように構成されているのが好ましい。
【００１３】
　また、本発明の手術用観察システムにおいては、前記内視鏡対物ユニットに備わる対物
光学系と、前記顕微鏡対物ユニットに備わる対物光学系は、出射瞳位置及び出射画角が略
同一に構成されているのが好ましい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、顕微鏡観察と内視鏡観察とを切替えても、支持アームを介した操作性
を良好に維持でき、しかも、顕微鏡観察と内視鏡観察との切替え操作を、手術を中断させ
ないで円滑に行うことが可能な手術用観察システムが得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　実施例の説明に先立ち、本発明の作用効果について説明する。
　本発明の手術用観察システムでは、顕微鏡対物ユニットと内視鏡対物ユニットとを、結
像光学系及び撮像素子を有する着脱部に互換性を持たせて着脱可能に構成している。
　このようにすれば、内視鏡観察に切替えたときには、内視鏡観察に本来必要のない顕微
鏡対物ユニットの光学構成は残らない。このため、本発明の手術用観察システムによれば
、内視鏡観察を行う場合に、特許文献１、２に記載のような従来の観察装置に比べて観察
方向の長さを大幅に短縮して小型化でき、支持アームを介して移動するときの操作性を格
段に向上させることができる。
【００１６】
　また、顕微鏡対物ユニットと内視鏡対物ユニットとを、結像光学系及び撮像素子を有す
る着脱部に互換性を持たせて着脱可能に構成すれば、前記着脱部における前記着脱口の外
周に装着可能な開口部を備えた滅菌ドレープを着脱可能に備え、前記内視鏡対物ユニット
と前記顕微鏡対物ユニットに対しては、それぞれ、独立して滅菌手段を施すことができる
。
　そして、このようにすれば、顕微鏡観察から内視鏡観察への切替えを行う場合、特許文
献１、２に記載のような従来の観察装置とは異なり、着脱部を覆うドレープを外さなくて
済むため、切替え作業が煩雑化せず、また、手術を中断させる必要もなくなる。
　なお、滅菌手段としては、内視鏡対物ユニット、顕微鏡対物ユニットのそれぞれに対し
て、オートクレーブやＥＯＧなどの滅菌処理が考えられる。
【００１７】
　また、内視鏡対物ユニットに対しては、オートクレーブやＥＯＧなどの滅菌処理を施す
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ようにし、顕微鏡対物ユニットに対しては、滅菌用カバーを着脱可能に備えてもよい。
　このようにしても、顕微鏡観察から内視鏡観察への切替えの際に、滅菌カバーが顕微鏡
対物ユニットから取外すことなく装着されたままの状態で顕微鏡対物ユニットを着脱部か
ら取外して内視鏡対物ユニットを着脱部に装着できるので、切替え作業を煩雑化すること
なく円滑に行うことができ、手術を中断させずに済む。
【００１８】
　ところで、一般に、内視鏡の挿入部は、体内に挿入可能な小さな径を持つ管状に形成さ
れており、内視鏡対物光学系は、その管状の挿入部の内部に光路を有している。光路内に
は、所定の光学部材が備えられている。ここで、三次元観察をするために視差のある一対
の内視鏡対物光学系を備えた内視鏡では、一対の光路が径の小さな管状の挿入部の内部に
設けられており、一対の光路に備わる光学部材は、光軸の間隔が非常に接近している。
　一方、顕微鏡では、三次元観察するための視差のある一対の顕微鏡対物光学系は、体内
に挿入させるものではないため、互いの光軸の間隔は内視鏡に比べて格段に離れている。
　このため、内視鏡と顕微鏡とでは、三次元観察をするための一対の対物光学系同士の光
軸の間隔が大きく異なる。
【００１９】
　しかるに、本発明の手術用観察システムでは、前記着脱部の前記着脱口に当該対物ユニ
ットが装着された状態において、当該対物ユニットから出射したアフォーカル光束が前記
結像光学系及び撮像素子と光学的に接続できるようにしている。例えば、内視鏡対物ユニ
ットにおける対物光学系を、前記管状の挿入部に一対の光路を有する一対の内視鏡対物光
学系として構成するとともに、前記着脱部の前記着脱口に装着された状態において、該一
対の内視鏡対物光学系から出射した一対のアフォーカル光束が前記着脱部に備わる一対の
結像光学系及び撮像素子と光学的に接続するように、例えば、平行四辺形プリズムを前記
管状の挿入部の着脱部側に配置して互いの光軸の間隔を広げるとよい。
【００２０】
　一方、前記顕微鏡対物ユニットの対物光学系は、視差のある２光路に共通に配置された
前記合焦光学系と視差のある２光路にそれぞれ配置された一対の前記変倍光学系とを有す
る一対の顕微鏡対物光学系として構成するとともに、前記着脱部の前記着脱口に装着され
た状態において、該一対の顕微鏡対物光学系から出射した一対のアフォーカル光束が前記
着脱部に備わる一対の結像光学系及び撮像素子と光学的に接続するように構成するとよい
。
【００２１】
　また、一般に、内視鏡と顕微鏡とでは、対物光学系の作動距離、画角、対物光学系から
出射されるアフォーカル光束の出射瞳位置及び出射角が異なる。
　しかるに、本発明における内視鏡対物ユニットと顕微鏡対物ユニットにおける、それぞ
れの対物光学系から出射されるアフォーカル光束の出射瞳位置及び出射角が異なると、支
持アームの着脱部に取付けたときの結像面積が異なり、撮像素子での撮像領域に一致せず
、画像のロスを生じることになる。
【００２２】
　そこで、そのようなロスが生じないようにするために、本発明の手術用観察システムに
おいては、いずれの対物ユニットを支持アームに取付けた場合においても、撮像素子上に
結像される面積が所定の大きさとなるように調整する手段を着脱部に備えて構成するとよ
い。例えば、前記着脱部には、前記一対の結像光学系よりも物体側に、一対のアフォーカ
ル変倍光学系を備えて、前記内視鏡対物ユニットの対物光学系と、前記顕微鏡対物光学系
の対物光学系とで倍率の異なるアフォーカル光束を、該一対の結像光学系を経て前記一対
の撮像素子上に結像される面積が同じになるように、調整可能にするのが好ましい。
【００２３】
　また、本発明において、前記内視鏡対物ユニットと前記顕微鏡対物ユニットに備わるそ
れぞれの対物光学系は、出射瞳位置及び出射画角が略同一となるように構成するのが好ま
しい。このようにすれば、上記のような着脱部にアフォーカル変倍光学系を設けて所望の
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対物ユニットを支持アームに取付けてもその都度撮像素子上に結像される面積が一致する
ように調整しなくて済み、顕微鏡観察と内視鏡観察との切替えをより円滑に行うことがで
きるようになる。
【００２４】
　さらに、本発明の手術用観察システムにおいては、前記内視鏡対物ユニットは、前記対
物光学系が、観察範囲の大きさが異なる一対の対物光学系として構成されるとともに、該
一対の対物光学系からへ出射した一対のアフォーカル光束が前記着脱部に備わる一対の結
像光学系及び撮像素子と光学的に接続するように構成されているのが好ましい。
　詳しくは、例えば、前記内視鏡対物ユニットに備わる前記観察範囲の大きさが異なる一
対の対物光学系のうち、観察範囲の狭い対物光学系は、前記管状の挿入部を有する内視鏡
対物光学系として構成するのがよい。また、観察範囲の広い対物光学系は、前記観察範囲
の狭い内視鏡対物光学系における前記管状の挿入部先端を観察可能な画角を有し、且つ、
該内視鏡対物ユニットにおける前記着脱部側近傍に設けて構成するのがよい。
　このようにすれば、例えば、体内の患部に対する内視鏡の挿入部の相対的な位置関係と
体内の患部の状態とを、同時に表示画面上に表示させて観察する等、２次元観察において
体内のミクロな観察と体外のマクロな観察を行うことができる。
【００２５】
　または、前記内視鏡対物ユニットに備わる前記観察範囲の大きさが異なる一対の対物光
学系は、前記管状の挿入部に１つの光路を備えてなる１つの光学系と、該管状の挿入部よ
りも着脱部側に配置された光路分割部材と、該光路分割部材を介して分割される一方の光
路上に配置された、観察範囲を狭くする光学系を備えて構成してもよい。
　このようにすれば、例えば、観察可能な範囲内で、患部を観察範囲の大きさの異なる２
つの画像でもって同時に表示画面上に表示させて観察する等、２次元観察において体内の
ミクロな観察と体外のマクロな観察を行うことができる。
【００２６】
第１実施形態
　図１は本発明の第１実施形態にかかる手術用観察システムの全体構成を示す模式図、図
２は図１の手術用観察システムの要部をなす着脱部の構成を示す説明図であり、(a)は内
部の光学配置を示す平面図、(b)は(a)のＡ－Ａ断面図である。図３は図１の手術用観察シ
ステムの要部をなす顕微鏡対物ユニットの構成を示す説明図であり、(a)は一対の光路が
示される位置でみた断面図、(b)は(a)のＢ－Ｂ断面図である。図４は図１の手術用観察シ
ステムの要部をなす内視鏡対物ユニットの構成を示す説明図であり、(a)は一対の光路が
示される位置でみた断面図、(b)は(a)のＣ－Ｃ断面図である。図５は第１実施形態の手術
用観察システムにおいて着脱可能な内視鏡対物ユニットと顕微鏡対物ユニットのそれぞれ
の出射画角及び出射瞳位置を示す説明図である。図６は第１実施形態の手術用観察システ
ムを用いて手術をする場合における菌の感染を防止する手段の一例を示す説明図である。
【００２７】
　第１実施形態の手術用観察システムは、図１に示すように、着脱部１が設けられた支持
アーム２と、着脱部１に対して着脱可能な顕微鏡対物ユニット３及び内視鏡対物ユニット
４と、表示装置５と、照明光源６と、画像処理制御装置７と、駆動制御装置８を有してい
る。
　また、第１実施形態の手術用観察システムでは、顕微鏡対物ユニット３又は内視鏡対物
ユニット４が着脱部１と相俟って観察装置をなし、顕微鏡対物ユニット３と内視鏡対物ユ
ニット４を着脱部１に対して選択的に装着することによって、顕微鏡観察と内視鏡観察と
を切替えることができるように構成されている。
　支持アーム２は、複数の関節部２ａ～２ｅを有しており、着脱部１に装着された顕微鏡
対物ユニット３又は内視鏡対物ユニット４を３次元方向に移動可能に構成されている。
【００２８】
　また、着脱部１は、図２(a)に示すように、一対の結像レンズ１ａＬ，１ａＲと一対の
撮像素子１ｃＬ，１ｃＲを内部に備えている。撮像素子１ｃＬ，１ｃＲは、それぞれ、例
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えばＣＣＤで構成されている。そして、結像レンズ１ａＬと撮像素子１ｃＬとで左眼用撮
像光学系が構成され、結像レンズ１ａＲと撮像素子１ｂＲとで右眼用撮像光学系が構成さ
れている。なお、図２(a)中、１ｂは結像レンズ１ａＬ，１ａＲからの出射光軸を撮像素
子１ｃＬ，１ｃＲ側へ折り曲げる光路折り曲げプリズムである。
【００２９】
　また、着脱部１は、図２(b)に示すように、顕微鏡対物ユニット３と内視鏡対物ユニッ
ト４とを互換性を持たせて着脱可能に構成された着脱口１ｅを備えている。着脱口１ｅの
側方には、顕微鏡対物ユニット３又は内視鏡対物ユニット４を着脱口１ｅに装着したとき
の装着状態を固定する固定ネジ１ｆが設けられている。着脱口１ｅの奥には、顕微鏡対物
ユニット３が装着されたときに後述するオスコネクタ３ｊ（３ｋ）と接触することによっ
て顕微鏡対物ユニット３の合焦駆動用モータ３ｅ、変倍駆動用モータ３ｇを通電状態にす
るためのメスコネクタ１ｇ（１ｈ）が設けられている。
【００３０】
　また、着脱部１の内部には、図１に示した照明光源６から出射された照明光を観察対象
に導くための導光手段としてのライトガイド６ａの一端部が配置されている。
【００３１】
　顕微鏡対物ユニット３は、図３(a)に示すように、合焦光学系３ｂと、一対の変倍光学
系３ｃＬ，３ｃＲを有して構成された一対の顕微鏡対物光学系３Ｌ，３Ｒを内部に備えて
いる。そして、合焦光学系３ｂと左眼用変倍光学系３ｃＬとで左眼用顕微鏡対物光学系３
Ｌが構成され、合焦光学系３ｂと右眼用変倍光学系３ｃＲとで右眼用顕微鏡対物光学系３
Ｒが構成されている。なお、図３中、３ａ，３ｄはカバーガラスである。
　一対の顕微鏡対物光学系３Ｌ，３Ｒは、それぞれアフォーカル光束を着脱部１側へ出射
するように構成されている。
　また、一対の変倍光学系３ｃＬ，３ｃＲは、顕微鏡対物ユニット３を着脱部１に装着し
状態において、着脱部１における一対の結像レンズの１ａＬ，１ａＲと光軸位置を一致す
るように、配置されている。
【００３２】
　また、顕微鏡対物ユニット３は、図３(b)に示すように、合焦光学系３ｂを駆動するた
めの合焦駆動用モータ３ｅ及び合焦駆動用ギア３ｆを有している。合焦駆動用モータ３ｅ
は、通電状態において、図１に示した駆動制御装置８からの合焦制御信号を受けることに
よって、合焦駆動用ギア３ｆを所定量、所定方向に回転させる。合焦駆動用ギア３ｆは、
合焦光学系３ｂのレンズ枠（図示省略）に設けられたカム等と歯合しており、回転するこ
とによってそのレンズ枠（図示省略）に保持された合焦光学系３ｂを構成する所定のレン
ズ（ここではレンズ３ｂ１）を光軸方向に所定量移動させる。
【００３３】
　また、顕微鏡対物ユニット３は、合焦駆動用モータ３ｅ及び合焦駆動用ギア３ｆの奥に
、一対の変倍光学系３ｃＬ，３ｃＲを駆動するための変倍駆動用モータ３ｇ及び変倍駆動
用ギア３ｈを備えている。変倍駆動用モータ３ｇは、通電状態において、図１に示した駆
動制御装置８からの変倍制御信号を受けることによって、変倍駆動用ギア３ｈを所定量、
所定方向に回転させる。変倍駆動用ギア３ｈは、一対の変倍光学系３ｃＬ，３ｃＲのレン
ズ枠（図示省略）に設けられたカム等と歯合しており、回転することによってそのレンズ
枠に保持された一対の変倍光学系３ｃＬ，３ｃＲを構成する所定のレンズを光軸方向に所
定量移動させる。
【００３４】
　また、顕微鏡対物ユニット３は、その一端部３ｉが着脱部１の着脱口１ｅに嵌合可能に
構成されている。また、顕微鏡対物ユニット３の一端部３ｉには、メスコネクタ１ｇ（１
ｈ）と接触することによって合焦駆動用モータ３ｅ、変倍駆動用モータ３ｇを通電状態に
するためのオスコネクタ３ｊ（３ｋ）が設けられている。
【００３５】
　また、顕微鏡対物ユニット３の内部には、図１に示した照明光源６から出射され、図２
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に示したライトガイド６ａを経た照明光を観察対象に導くための導光手段としてのライト
ガイド６ｂが設けられている。ライトガイド６ｂは、顕微鏡対物ユニット３を着脱口１に
装着した状態において、ライトガイド６ａと光学的に接続し、ライトガイド６ｂの物体側
端面から出射した照明光を合焦光学系３ｂに導くように配置されている。
【００３６】
　内視鏡対物ユニット４は、図４(a)に示すように、管状の挿入部４ａを有して構成され
た一対の対物光学系４Ｌ，４Ｒを内部に備えている。
　管状の挿入部４ａには一対のリレー光学系４ａＬ，４ａＲが配置されている。一対のリ
レー光学系４ａＬ，４ａＲは、それぞれアフォーカル光束を着脱部１側へ出射するように
構成されている。また、リレー光学系４ａＬ，４ａＲの着脱部１側には一対の平行四辺形
プリズム４ｂＬ，４ｂＲが配置されている。平行四辺形プリズム４ｂＬ，４ｂＲは、内視
鏡対物ユニット４を着脱部１に装着した状態において、リレー光学系４ａＬ，４ａＲから
出射されるアフォーカル光束の光軸が、着脱部１における一対の結像レンズ１ａＬ，１ａ
Ｒと光軸位置を一致するように、リレー光学系４ａＬ，４ａＲから着脱部１へ向けた出射
光軸の間隔を広げている。そして、左眼用リレー光学系４ａＬと左眼用平行四辺形プリズ
ム４ｂＬとで左眼用内視鏡対物光学系４Ｌが構成され、右眼用リレー光学系４ａＲと右眼
用平行四辺形プリズム４ｂＬとで右眼用内視鏡対物光学系４Ｒが構成されている。なお、
図４中、４ｃはカバーガラスである。
【００３７】
　また、内視鏡対物ユニット４は、その一端部４ｄが着脱部１の着脱口１ｅに嵌合可能に
構成されている。
【００３８】
　また、第１実施形態の手術用観察システムでは、図５に示すように、顕微鏡対物ユニッ
ト３の一対の顕微鏡対物光学系３Ｌ，３Ｒにおける出射瞳位置ａ１及び出射画角θ１と、
内視鏡対物ユニット４の一対の内視鏡対物光学系４Ｌ，４Ｒにおける出射瞳位置ａ２及び
出射画角θ２とが、互いに等しくなるように構成されている。
【００３９】
　さらに、第１実施形態の手術用観察システムでは、図６に示すように、着脱部１が設け
られた支持アーム２には、滅菌ドレープ９が着脱可能に備えられている。
　滅菌ドレープ９は、ドレープ部９ａと、ドレープキャップ９ｂとで構成されている。
　ドレープ部９は、支持アーム２を覆うように構成されている。ドレープキャップ９ｂは
、着脱部１における着脱口１ｅの外周部１ｉに嵌合可能な開口部９ｂ１を有している。ま
た、ドレープ部９ａは、その一端がドレープキャップ９ｂに対して開口部９ｂ１の開口形
状に沿って一体的に接続されている。
　そして、ドレープキャップ９ｂを着脱部１の外周部１ｉに取付けるとともに、ドレープ
部９で支持アーム２を覆うことで、着脱部１が設けられた支持アーム２には、滅菌手段が
施されることになる。なお、ドレープキャップ９ｂには開口部９ｂ１が設けられていて、
着脱部１の着脱口１ｅは覆わない。このため、ドレープ９を支持アーム２に装着した状態
で、着脱部１に顕微鏡対物ユニット３又は内視鏡対物ユニット４を着脱することができる
。
【００４０】
　一方、顕微鏡対物ユニット３や内視鏡対物ユニット４に対しては、それぞれ別個に、オ
ートクレーブやＥＯＧなどの滅菌処理を施すことで、手術用観察システムにおける観察装
置周辺部位における患者への菌の感染を防ぐことができるようになっている。
【００４１】
　なお、顕微鏡対物ユニット３は、内視鏡対物ユニット４とは異なり、患者の体内に挿入
する挿入部を有していない。このため、顕微鏡対物ユニット３全体をオートクレーブやＥ
ＯＧなどの滅菌処理を施す代わりに、顕微鏡対物ユニット３の外周に嵌合するように形成
された滅菌カバー９ｃを、顕微鏡対物ユニット３に着脱可能に備えてもよい。
【００４２】
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　その他、表示装置５は、ケーブル１０内の配線を介して画像処理制御装置７と接続され
ており、撮像素子１ｃＬ，１ｃＲで撮像され、画像処理制御装置７で所定の信号処理が施
された３次元画像を表示するように構成されている。
　照明光源６は、観察対象を照明するための光を出射する光源であり、ケーブル１０内に
設けられたライトガイド６ａに接続されている。
　画像処理制御装置７は、撮像素子１ｃＬ，１ｃＲに対応して設けられた一対のカメラコ
ントロールユニット（ＣＣＵ）７Ｌ，７Ｒで構成されている。一対のカメラコントロール
ユニット（ＣＣＵ）７Ｌ，７Ｒは、ケーブル１０内の配線を介して着脱部１内の撮像素子
１ｃＬ，１ｃＲ及び表示装置５と接続されており、撮像素子１ｃＬ，１ｃＲを駆動すると
共に撮像素子１ｃＬ，１ｃＲからの視差のある２つの撮像信号に対して所定の処理を施す
とともに３次元画像に合成して表示装置５に表示させる機能を備えている。
　駆動制御装置８は、ケーブル１０内の配線を介して着脱部１内のメスコネクタ１ｇ，１
ｆと接続されており、例えば、着脱部１に顕微鏡対物ユニット３が装着されて通電状態と
なっている場合における合焦光学系３ｂの合焦駆動用モータ３ｅの駆動制御や、変倍光学
系３ｃＬ，３ｃＲの変倍駆動用モータ３ｇの駆動制御を行う機能を備えている。
【００４３】
　このように構成された第１実施形態の手術用観察システムによれば、顕微鏡対物ユニッ
ト３と内視鏡対物ユニット４の一方を選んで支持アーム２に設けられた着脱部１に装着す
ることにより、顕微鏡観察と内視鏡観察との切替えを簡単に行うことができる。そして、
内視鏡観察に切替えたときには、内視鏡観察に必要のない顕微鏡対物ユニット３の光学構
成が光路上に残らない。このため、第１実施形態の手術用観察システムによれば、内視鏡
観察を行う場合に、特許文献１、２に記載のような従来の観察装置に比べて観察方向の長
さを大幅に短縮して小型化でき、支持アームを介して移動するときの操作性を格段に向上
させることができる。
【００４４】
　また、手術用観察システムにおいては、顕微鏡対物ユニット３と内視鏡対物ユニット４
とを、結像光学系及び撮像素子を有する着脱部１に互換性を持たせて着脱可能に構成した
ので、図６に示したように、内視鏡対物ユニット４又は顕微鏡対物ユニット３を着脱部１
の着脱口１ｅの外周１ｉに装着できるようにするための開口部９ｂ１を備えた滅菌用のド
レープ９を、着脱可能に備え、内視鏡対物ユニット４又は顕微鏡対物ユニット３に対して
は、それぞれ、独立して滅菌手段を施すことができる。
　その結果、顕微鏡観察から内視鏡観察への切替えを行う場合、特許文献１、２に記載の
ような従来の観察装置とは異なり、着脱部を覆うドレープを外さなくて済むため、切替え
作業が煩雑化せず、また、手術を中断させる必要もなくなる。
【００４５】
　また、第１実施形態の手術用観察ユニットは、内視鏡対物ユニット４と顕微鏡対物ユニ
ット３に備わるそれぞれの対物光学系を、出射瞳位置及び出射画角が略同一となるように
構成したので、いずれの対物ユニットを着脱部１に取付けたときでも結像面積が同じとな
り、撮像素子１ｃＬ，１ｃＲ上での撮像領域に一致させることができるので、画像のロス
を生じない。
　このため、撮像素子上に結像される面積が所定の大きさとなるように調整する手段を着
脱部に備えずに済み、顕微鏡観察と内視鏡観察との切替えをより円滑に行うことができる
ようになる。
【００４６】
第２実施形態
　図７は本発明の第２実施形態にかかる手術用観察システムにおける着脱部の構成を図２
(b)と同じ側からみた断面図である。
　第２実施形態の手術用観察システムは、着脱部１には、一対の結像レンズ１ａＬ（１ａ
Ｒ）よりも物体側に、一対のアフォーカル変倍光学系１ｊＬ（１ｊＲ）を備えている。な
お、図７は一対の光学部材のうち左眼用の光学部材を見ている図であるため、図７では右
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眼用アフォーカル変倍光学系１ｊＲ及び右眼用結像レンズ１ａＲは示されていない。
　一対のアフォーカル変倍光学系１ｊＬ（１ｊＲ）は、内視鏡対物ユニット４の一対の対
物光学系４Ｌ，４Ｒと顕微鏡対物光学系３の一対の対物光学系３Ｌ，３Ｒとで倍率の異な
るアフォーカル光束を、一対の結像レンズ１ａＬ，１ａＲを経て一対の撮像素子１ｃＬ，
１ｃＲ上に結像される面積が同じ大きさになるように、調整可能に構成されている。
　そして、第２実施形態の手術用観察システムでは、内視鏡対物ユニット４の一対の対物
光学系４Ｌ，４Ｒと、顕微鏡対物ユニット３の一対の対物光学系３Ｌ，３Ｒは、互いに出
射瞳位置及び出射画角が異なる構成のものも着脱部１に着脱可能に備えられている。
　なお、図示省略したが、一対のアフォーカル変倍光学系１ｊＬ（１ｊＲ）を駆動するた
めのアフォーカル変倍駆動用モータとアフォーカル変倍駆動用ギアを備えている。これら
の構成は、第一実施形態における顕微鏡対物ユニット３に設けられた変倍駆動用モータ３
ｇ及び変倍駆動用ギア３ｈと略同じである。即ち、アフォーカル変倍駆動用モータは、駆
動制御装置８からのアフォーカル変倍制御信号を受けることによって、アフォーカル変倍
駆動用ギアを所定量、所定方向に回転させる。アフォーカル変倍駆動用ギアは、一対のア
フォーカル変倍光学系１ｊＬ（１ｊＲ）のレンズ枠（図示省略）に設けられたカム等と歯
合しており、回転することによってそのレンズ枠に保持された一対のアフォーカル変倍光
学系１ｊＬ（１ｊＲ）を構成する所定のレンズを光軸方向に所定量移動させる。
　その他の構成は、第１実施形態の手術用観察システムとほぼ同じである。
【００４７】
　このように構成された第２実施形態の手術用観察システムでは、一対のアフォーカル変
倍光学系１ｊＬ（１ｊＲ）が、内視鏡対物ユニット４と顕微鏡対物ユニット３とで倍率の
異なるアフォーカル光束を同じ倍率になるように調整して、一対の結像レンズ１ａＬ，１
ａＲに導くことができ、一対の結像光学系レンズ１ａＬ，１ａＲを経て一対の撮像素子１
ｃＬ，１ｃＲ上に結像される面積を同じ大きさにすることができる。このため、第２実施
形態の手術用観察システムによれば、内視鏡対物ユニット４と顕微鏡対物ユニット３にお
けるそれぞれの対物光学系の設計の自由度が増える。
　その他の作用効果は第１実施形態の手術用観察システムとほぼ同じである。
【００４８】
第３実施形態
　図８は本発明の第３実施形態にかかる手術用観察システムにおける要部を示す説明図で
あり、(a)は内視鏡対物ユニットの概略構成を示す断面図、(b)は内視鏡対物ユニットを着
脱部に装着した場合におけるそれぞれの対物光学系を介して得られた観察画像を表示装置
５上に表示した状態を示す説明図である。
　第３実施形態の手術用観察システムでは、内視鏡対物ユニット４における一対の対物光
学系４Ｌ’，４Ｒ’が、観察範囲の大きさが異なる２つの対物光学系として構成されてい
る。
　詳しくは、一方の対物光学系４Ｌ’は、第１実施形態及び第２実施形態における左眼用
内視鏡対物光学系４Ｌと同様、管状の挿入部４ａに挿入されたリレー光学系４ａＬと平行
四辺形プリズム４ｂＬを有する内視鏡対物光学系として構成されている。
　他方の対物光学系４Ｒ’は、対物光学系４Ｌ’に比べて広い観察範囲を観察することが
可能に構成されており、観察範囲の狭い内視鏡対物光学系４Ｌ’における管状の挿入部４
ａ先端を観察可能な画角を有している。また、他方の対物光学系４Ｒ’は、内視鏡対物ユ
ニット４において着脱部１側近傍に設けられている。
　なお、第３実施形態では、画像処理制御装置７の一対のカメラコントロールユニット（
ＣＣＵ）７Ｌ，７Ｒは、撮像素子１ｃＬ，１ｃＲからの観察範囲の異なる２つの撮像信号
に対して所定の処理を施すとともに撮像素子１ｃＬからの画像における一部の表示領域に
撮像素子１ｃＲからの画像を重ね合わせて、表示装置５に表示させる機能を備えている。
　その他の構成は第１及び第２実施形態の手術用観察システムとほぼ同じである。
【００４９】
　このように構成された第３実施形態の手術用観察システムによれば、例えば、図８(b)
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に示すように、体内の術部に対する内視鏡の挿入部の相対的な位置関係と体内の術部の状
態とを、同時に表示画面上に表示させて観察する等、２次元観察において体内のミクロな
観察と体外のマクロな観察を行うことができる。
　その他の作用効果は第１及び第２実施形態の手術用観察システムとほぼ同じである。
【００５０】
第４実施形態
　図９は本発明の第４実施形態にかかる手術用観察システムにおける要部を示す説明図で
あり、(a)は内視鏡対物ユニットの概略構成を示す断面図、(b)は内視鏡対物ユニットを着
脱部に装着した場合におけるそれぞれの対物光学系を介して得られた観察画像を表示装置
５上に表示した状態を示す説明図である。
　第４実施形態の手術用観察システムでは、内視鏡対物ユニット４における一対の対物光
学系４Ｌ”，４Ｒ”が、観察範囲の大きさが異なる２つの対物光学系として構成されてい
る。
　詳しくは、２つの対物光学系は、管状の挿入部４ａに挿入されたリレー光学系４ａＬと
、リレー光学系４ａＬよりも着脱部側に配置された、光路分割部材（例えばビームスプリ
ッタ）４ｅと、光路分割部材４ｅを介して分割される一方の光路上に配置された、観察範
囲を狭くする光学系４ｆと、光路偏向部材（例えば、プリズム）４ｇを備えて構成されて
いる。そして、リレー光学系４ａＬと光路分割部材４ｅの透過側とで、相対的に観察範囲
が広い対物光学系４Ｌ”が構成され、リレー光学系４ａＬと、光路分割部材４ｅの反射側
と、観察範囲を狭くする光学系４ｆと、偏向部材４ｇとで、相対的に観察範囲が狭い対物
光学系４Ｒ”が構成されている。
【００５１】
　なお、第４実施形態では、画像処理制御装置７の一対のカメラコントロールユニット（
ＣＣＵ）７Ｌ，７Ｒは、撮像素子１ｃＬ，１ｃＲからの観察範囲の異なる２つの撮像信号
に対して所定の処理を施すとともに撮像素子１ｃＲからの画像における一部の表示領域に
撮像素子１ｃＬからの画像を重ね合わせて、表示装置５に表示させる機能を備えている。
　その他の構成は第１及び第２実施形態の手術用観察システムとほぼ同じである。
【００５２】
　このように構成された第４実施形態の手術用観察システムによれば、例えば、図９(b)
に示すように、体内の術部近傍の詳細な状態と体内の術部周辺の状態とを、同時に表示画
面上に表示させて観察する等、２次元観察において体内のミクロな観察と体外のマクロな
観察を行うことができる。
　その他の作用効果は第１及び第２実施形態の手術用観察システムとほぼ同じである。
【００５３】
　以上のように、本発明の手術用観察システムは、特許請求の範囲に記載した発明の他に
次のような特徴を備えている。
【００５４】
（１）前記内視鏡対物ユニットは、前記対物光学系が、前記管状の挿入部に一対の光路を
有する一対の内視鏡対物光学系として構成されるとともに、前記着脱部の前記着脱口に装
着された状態において、該一対の内視鏡対物光学系から出射した一対のアフォーカル光束
が前記着脱部に備わる一対の結像光学系及び撮像素子と光学的に接続するように構成され
ていることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の手術用観察システム。
【００５５】
（２）前記顕微鏡対物ユニットは、前記対物光学系が、視差のある２光路に共通に配置さ
れた前記合焦光学系と視差のある２光路にそれぞれ配置された一対の前記変倍光学系とを
有する一対の顕微鏡対物光学系として構成されるとともに、前記着脱部の前記着脱口に装
着された状態において、該一対の顕微鏡対物光学系から出射した一対のアフォーカル光束
が前記着脱部に備わる一対の結像光学系及び撮像素子と光学的に接続するように構成され
ていることを特徴とする請求項１～３、上記（１）のいずれかに記載の手術用観察システ
ム。
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【００５６】
（３）前記内視鏡対物ユニットは、前記対物光学系が、観察範囲の大きさが異なる一対の
対物光学系として構成されるとともに、前記着脱部の前記着脱口に装着された状態におい
て、該一対の対物光学系から出射した一対のアフォーカル光束が前記着脱部に備わる一対
の結像光学系及び撮像素子と光学的に接続するように構成されていることを特徴とする請
求項１～２、請求項１～２に従属する上記（２）のいずれかに記載の手術用観察システム
。
【００５７】
（４）前記内視鏡対物ユニットに備わる前記観察範囲の大きさが異なる一対の対物光学系
のうち、観察範囲の狭い対物光学系は、前記管状の挿入部を有する内視鏡対物光学系とし
て構成されていることを特徴とする上記（３）に記載の手術用観察システム。
【００５８】
（５）前記観察範囲の広い対物光学系は、前記観察範囲の狭い内視鏡対物光学系における
前記管状の挿入部先端を観察可能な画角を有し、且つ、該内視鏡対物ユニットにおける前
記着脱部側近傍に設けられていることを特徴とする上記（４)に記載の手術用観察システ
ム。
【００５９】
（６）前記内視鏡対物ユニットに備わる前記観察範囲の大きさが異なる一対の対物光学系
は、前記管状の挿入部に１つの光路を備えてなる１つの光学系と、該管状の挿入部よりも
着脱部側に配置された光路分割部材と、該光路分割部材を介して分割される一方の光路上
に配置された、観察範囲を狭くする光学系とを備えて構成されていることを特徴とする上
記（４）に記載の手術用観察システム。
【００６０】
（７）前記着脱部には、前記一対の結像光学系よりも物体側に、一対のアフォーカル変倍
光学系を備えたことを特徴とする請求項１～３、上記（１）～（６）のいずれかに記載の
手術用観察システム。
【００６１】
（８）前記顕微鏡対物ユニットが、滅菌カバーを着脱可能に備えたことを特徴とする請求
項２に記載の手術用観察システム。
【産業上の利用可能性】
【００６２】
　本発明は、例えば、脳神経外科等、手術の際に内視鏡観察と顕微鏡観察の両方の観察が
必要な外科分野に有用である。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】本発明の第１実施形態にかかる手術用観察システムの全体構成を示す模式図であ
る。
【図２】図１の手術用観察システムの要部をなす着脱部の構成を示す説明図であり、(a)
は内部の光学配置を示す上面図、(b)は(a)のＡ－Ａ断面図である。
【図３】図１の手術用観察システムの要部をなす顕微鏡対物ユニットの構成を示す説明図
であり、(a)は一対の光路が示される位置でみた断面図、(b)は(a)のＢ－Ｂ断面図である
。
【図４】図１の手術用観察システムの要部をなす内視鏡対物ユニットの構成を示す説明図
であり、(a)は一対の光路が示される位置でみた断面図、(b)は(a)のＣ－Ｃ断面図である
。
【図５】第１実施形態の手術用観察システムにおいて着脱可能な内視鏡対物ユニットと顕
微鏡対物ユニットの出射画角及び出射瞳位置を示す説明図である。
【図６】第１実施形態の手術用観察システムを用いて実際に手術をする場合における菌の
感染を防止する手段の一例を示す説明図である。
【図７】本発明の第２実施形態にかかる手術用観察システムにおける着脱部の構成を図２
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(b)と同じ側からみた断面図である。
【図８】本発明の第３実施形態にかかる手術用観察システムにおける要部を示す説明図で
あり、(a)は内視鏡対物ユニットの概略構成を示す断面図、(b)は内視鏡対物ユニットを着
脱部に装着した場合におけるそれぞれの対物光学系を介して得られた観察画像を表示装置
５上に表示した状態を示す説明図である。
【図９】本発明の第４実施形態にかかる手術用観察システムにおける要部を示す説明図で
あり、(a)は内視鏡対物ユニットの概略構成を示す断面図、(b)は内視鏡対物ユニットを着
脱部に装着した場合におけるそれぞれの対物光学系を介して得られた観察画像を表示装置
５上に表示した状態を示す説明図である。
【符号の説明】
【００６４】
　１　　　　　                 着脱部
　１ａＬ，１ａＲ　　　         結像レンズ
　１ｂ　　　　                 プリズム
　１ｃＬ，１ｃＲ　　　         撮像素子
　１ｅ　　　　                 着脱口
　１ｆ　　　　                 固定ネジ
　１ｇ，１ｈ　                 メスコネクタ
　１ｉ　　　　                 外周部
　１ｊＬ，１ｊＲ　　           アフォーカル変倍光学系
　２　　　　　                 支持アーム
　３　　　　　                 顕微鏡対物ユニット
　３ａ，３ｄ　                 カバーガラス
　３ｂ　　　　                 合焦光学系
　３ｂ１　　　　               レンズ
　３ｃＬ，３ｃＲ　　　         変倍光学系
　３ｅ　　　　                 合焦駆動用モータ
　３ｆ　　　　                 合焦駆動用ギア
　３ｇ　　　　                 変倍駆動用モータ
　３ｈ　　　　                 変倍駆動用ギア
　３ｉ　　　　                 一端部
　３ｊ，３ｋ　                 オスコネクタ
　３Ｌ，３Ｒ　                 対物光学系
　３ｊ，３ｋ　                 オスコネクタ
　４　　　　　                 内視鏡対物ユニット
　４ａ　　　　                 管状の挿入部
　４ａＬ，４ａＲ　　　         リレー光学系
　４ｂＬ，４ｂＲ　　　         平行四辺形プリズム
　４ｃ　　　　                 カバーガラス
　４ｄ　　　　                 一端部
　４ｅ　　　        　         光路分割部材
　４ｆ　　　　                 観察範囲を狭くする光学系
　４ｅ　　　　                 光路偏向部材
　４Ｌ，４Ｒ，４Ｌ’，４Ｒ’　 対物光学系
　５　　　　　                 表示装置
　６　　　　　                 照明光源
　６ａ，６ｂ　　　　           ライトガイド
　７　　　　　                 画像処理制御装置
　７Ｌ，７Ｒ　                 カメラコントロールユニット
　８　　　　　                 駆動制御装置
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　９　　　　　                 滅菌用のドレープ
　９ａ　　　　                 ドレープ部
　９ｂ　　　　                 ドレープキャップ
　９ｂ１　　　                 開口部
　９ｃ　　　　                 滅菌用カバー
　１０　　　　                 ケーブル

【図１】 【図２】



(15) JP 2008-245714 A 2008.10.16

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】



(16) JP 2008-245714 A 2008.10.16

【図８】 【図９】



专利名称(译) 手术观察系统。

公开(公告)号 JP2008245714A 公开(公告)日 2008-10-16

申请号 JP2007087755 申请日 2007-03-29

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯医疗株式会社

申请(专利权)人(译) オリンパスメディカルシステムズ株式会社

[标]发明人 野沢純一

发明人 野沢 純一

IPC分类号 A61B19/00 A61B1/00

CPC分类号 A61B1/00188 A61B1/00149 A61B1/04 A61B34/25 A61B90/20 A61B90/37 A61B90/50

FI分类号 A61B19/00.502 A61B19/00.508 A61B1/00.300.Y A61B1/00.A A61B1/00.R A61B1/00.731 A61B1/313 
A61B46/10 A61B90/20

F-TERM分类号 4C061/AA23 4C061/BB06 4C061/CC06 4C061/DD01 4C061/FF40 4C061/FF46 4C061/GG01 4C061
/LL01 4C061/LL08 4C061/NN01 4C061/NN05 4C061/PP19 4C061/WW10 4C161/AA23 4C161/BB06 
4C161/CC06 4C161/DD01 4C161/FF40 4C161/FF46 4C161/GG01 4C161/LL01 4C161/LL08 4C161
/NN01 4C161/NN05 4C161/PP19 4C161/WW10

其他公开文献 JP4734277B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：为了提供用于外科手术的观察系统，即使当显微镜观察
已经切换到内窥镜观察时，通过支撑臂的系统可操作性也被良好地保
持，此外平稳的切换操作可以在不中断外科手术的情况下进行。解决方
案：配备有在三维方向上可移动的支撑臂2的用于外科手术的观察系统设
置有具有管状插入部和物镜光学系统的内窥镜物镜单元4，具有物镜光学
系统的显微镜物镜单元3设置有聚焦光学系统和可变光焦度光学系统;以
及安装/拆卸部分1，设置在支撑臂2上以连接或分离可相互交换的物镜单
元4和3。安装有物镜单元4,3的物镜光学系统被构造成使光束无焦点地朝
向安装/拆卸部1射出。装卸部1成对地具有图像形成部和拾取装置。当该
物镜单元处于安装在安装/拆卸部分1上的状态时，物镜单元和安装/拆卸
部分1光学连接在一起。Ž
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